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1 はじめに
近年では自動要約に対する需要は高まってきており,

ニュース記事などの短文の文書に対する自動要約の研
究がされてきており,日本語でも同様の研究が行われて
いる. また,最近では長文の文書に対する自動要約研究
もされてきている.
長文の文書に対する自動要約研究では,主に論文要約
が対象にされており,様々な成果が挙げられている. し
かし,これらの研究は主に英語で書かれた論文を対象に
行われており,日本語で書かれた論文を対象として行わ
れた自動要約研究の数は少ない. その主な理由として 2
点挙げられる. まず,入出力に必要な文字数が増えてい
るため,計算量が増加し,学習が上手くできないという
点. もう一つは,そもそも学習に使用できる十分な数を
持つコーパスがないという点である.

2 研究目的
そこで本研究では, 上記 2 つの問題点を解決するた
めに, DANCER[1]と呼ばれる論文自動要約の学習及び,
生成手法を基に,日本語で書かれた論文を対象とする自
動要約に用いるセクションを自動で選択し,抽象型自動
要約を行う手法を提案する. そして, 提案手法が, 日本
語論文の抽象型自動要約手法において,全文入力から要
約を生成する場合よりも有効であることを示す.
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3 関連研究
3.1 論文に対する自動要約
論文を対象に行った自動要約手法には, 抽出型要約
手法では,論文の要約とセクションの関係に着目し,序
論と結論から要約を生成する手法 [2] がある. この手
法ではトピックモデルを用いてそのまま抽出型要約を
行うよりも, 序論と結論のセクションから抽出型要約
を行うことによって改善できることを示した. 抽象型
要約においては論文の構造をニューラルネットワーク
に当てはめて,学習及び生成を行うことが多い. 例えば
Discores-awareモデル [3]は,論文内の各セクションの
特徴量から論文全体の特徴量を生成し,要約を生成する
という構造になっている. 次に述べる DANCERは自動
要約モデルに対する,論文内のセクションを利用した学
習方法,及び要約生成手法である.

3.2 DANCER

DANCERは,論文の構造を利用した自動要約モデル
の学習・生成手法である. DANCERでは,モデルの学習
の前に,要約内の各文を各セクションに割り当てる. 学
習の際には,セクションごとに入力し,割り当てられた
要約を生成するように学習させる. 要約生成の際には
セクションごとに要約を生成し,最終的にそれらすべて
を結合して, 論文本体の要約とする. DANCERでは要
約の生成に用いるセクションを事前に限定しており,序
論と結論,実験,提案手法の 4種類のセクションに限定
している. 本研究では事前に限定はせず,要約生成の際
に使用するセクションを自動で選択し,選択されたもの
から要約生成を行う手法を提案する.

4 提案手法
本研究では,先述したように要約に使用するセクショ
ンを自動選択し,それらを用いて要約を生成する手法を
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提案する. この手法では,論文内のセクション名を入力
として,要約に使用するセクション番号を出力する,セ
クション選択モデルを構築し,選択されたセクションか
ら要約を生成する. セクション選択モデル構築のため
の学習データは, DANCERにおける要約文のセクショ
ンへの割り当てにおいて,割り当てられたセクションの
番号を正解とするデータを作成・使用する. しかし,日
本語論文コーパスのみでは,コーパスに含まれる論文の
数が少ない. そのため,日本語論文のみで学習を行って
も十分な性能を発揮しない可能性がある. そこで,英語
コーパスを用いた few-shot学習によるセクション選択
モデルを構築する. 要約生成モデルの学習方法と要約
生成の手法は DANCERと同様の手法を取る.

5 実験
5.1 実験内容
提案手法を用いることで全文から要約を生成する場
合よりも改善が可能かどうかを検証した. 本実験にて
要約の対象として自然言語処理学会論文誌コーパス [4]
を使用した. 本コーパスより, 342件を学習データとし,
86件を評価データとして使用した. 正解となる要約は
論文内に記載されている要旨を使用した. 評価手法と
して bert-score[5]を使用した.

5.2 実験結果
表 1に全文を入力した場合と自動選択したセクショ
ンから生成した場合の結果を示す. 全文入力で生成し
た場合と比較して,提案手法の方が有効であることを確
認できた.

表 1: 全文入力と提案手法の結果
全文入力 提案手法

Bert-score 0.623 0.729

5.3 考察
実験の結果より,全文入力よりも,提案手法に則って
要約生成する手法が有効であることが確認できた. これ
は,セクション選択を行うことで,要約に必要な文章の
みに限定することができたためだと思われる. しかし,
セクション選択において 1つのセクションしか選択さ
れない例も確認できたため,選択すべきセクションの最

低数を保証できるような学習方法について模索してい
く必要がある.

6 結論
本研究では日本語の長文文書の抽象型自動要約とし
て,論文を対象とした,要約対象のセクションを自動で
限定する抽象型自動要約の手法を提案した. この提案手
法は全文を入力として要約を生成するよりも, bert-score
上で上回る結果となった. このことから,提案手法は論
文要約において有効な手法であるといえる. また,提案
手法は論文と類似した構造を持つ文書において有効で
ある可能性も考えられるため,検証を行う必要がある.
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